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平成２８年度９月補正予算の概要 

 

１ 補正予算の編成の考え方 

今回の補正予算については、コミュニティの再構築や地域の絆づくりに係る行政

区の活動支援、住民の帰還促進と生活の再建など復興・再生に向け直面する課題に

対応するために必要な経費など緊急に措置すべき予算を計上した。 
 

２ 一般会計補正予算（第 3号）の概要 

（１）補正予算の規模 
歳入については、市税、地方交付税、国県支出金、繰入金、繰越金などを計上

し、歳出は上記の考え方に基づき計上した。 
この結果、補正額 10,597,057 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額

が 119,486,084千円となった。    

 

（２）主な補正内容 
 

 最重点方針１ 復興事業の優先的実施  

 

除染の推進 

 生活圏除染事業（P22） 

（新たに同意が得られた物件等について除染を実施） 

 

2,146,173千円 

 

農業の再生と振興 

農業担い手経営革新支援事業補助金（原町区）（P26） 

（生産力と経営管理能力に優れ、地域農業を牽引するプロフェッショ

ナル経営体を創出する事業を支援） 

13,413千円 

 

農業の再生と振興 

○新地域ブランド品開発・地域活性化推進事業（P28） 

（農産物の風評被害の払しょくを図るため、安全・安心な地域ブラン

ド品の開発、販売やＰＲを実施） 

689千円 

 

農業の再生と振興 

 福島県営農再開支援事業補助金（P28） 

（米の放射性物質吸収を抑制するためのゼオライト施用経費を支援） 

 

24,588千円 
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農業の再生と振興 

○新農林業系廃棄物処理加速化事業（P30） 

（農家が一時保管している放射性物質に汚染された堆肥、牧草等の収

集と減容化施設への運搬を実施） 

417,960千円 

 

農業の再生と振興 

 農業水利施設等保全再生事業 2事業（P30） 

（農業水利施設としてのため池機能を保全し、放射性物質に汚染され

たため池内の土砂等の拡散を防止するため、詳細調査と対策工事を

実施） 

2,113,000千円 

 

農業の再生と振興 

 農業基盤整備促進事業（原町区）（P30） 

（農業用施設の機能向上と農作業の効率化に向けて、農業用施設の修

繕等を実施） 

24,000千円 

 

その他 

○新メモリアルパーク整備事業（P34） 

（東日本大震災の犠牲者への追悼と震災の伝承（いつまでも忘れるこ

となく記憶にとどめる）のために、広場を整備） 

13,139千円 

 

その他 

○新防火水槽清掃事業（P36） 

（無蓋防火水槽の清掃に向けて、堆積物の線量調査を実施） 

5,195千円 

 

最重点方針２「避難指示区域の再生」  

生活環境の整備 

○拡南相馬チャンネル整備事業（P20）   

（南相馬チャンネルによる情報提供を行うため、新たに放送設備を整

備） 

150,259千円 

生活環境の整備 

居住再開支援住宅清掃事業補助金（P26）   

（居住再開にあたり汚損等の被害を受けた避難指示区域内の住宅に

ついて、市が指定する清掃業者等による屋内の清掃を実施する世帯

を支援） 

19,146千円 
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生活環境の整備 

小高区復興拠点整備事業（P20）   

（帰還や中心市街地への居住誘導、市外からの移住促進のため、中心

市街地での復興拠点整備に向けて、用地購入等を実施） 

200,413千円 

生活環境の整備 

○新小高駅周辺施設整備事業（P20）   

（ＪＲ小高駅周辺の環境整備と駅利用の利便性の向上を図るため、公

衆トイレの整備に向けて、地質調査を実施） 

1,629千円 

生活環境の整備 

○新小高区商業施設整備事業（P32）   

（帰還意欲の促進と帰還後の安定した生活確保を図るため、食料品等

小売店舗の整備に向けて、基本設計や地質調査を実施） 

 7,239千円 

小中学校、幼稚園、保育園の再開 

小高区小中学校再開事業（P38）   

（小高小学校及び小高中学校の再開に向け、敷地内施設・設備のうち、

再開に支障のある箇所の改善を図るための改修工事と引越し準備

を実施） 

83,858千円 

コミュニティ再生支援 

帰還者生活再建支援事業（P20）   

（帰還意欲の促進と帰還後の安定した生活確保を図るため、生活再建

に寄与する地域再生事業を実施する団体を支援） 

1,203千円 

コミュニティ再生支援 

○拡集会施設整備事業補助金（小高区）（P16）   

（活力と魅力ある行政区の維持及び発展のため、集会施設等の新築・

改修及びコミュニティ維持に必要な備品の整備を支援） 

※拡充内容：補助率と上限額の引き上げ、補助対象経費の拡大 

28,840千円 
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重点方針１ 地域の絆づくりと安心生活の再生  

地域コミュニティの再生と新たな地域の絆の形成 

○拡集会施設整備事業補助金 2事業（P16） 

（活力と魅力ある行政区の維持及び発展のため、集会施設等の新築・

改修及びコミュニティ維持に必要な備品の整備を支援） 

※拡充内容：補助率と上限額の引き上げ、補助対象経費の拡大 

13,698千円 

地域コミュニティの再生と新たな地域の絆の形成 

○拡清掃総務一般経費 2事業（P24） 

（生活環境の美化推進を図るため、行政区に対し、ごみ集積所の整備

を支援） 

※拡充内容：補助率と上限額の引き上げ 

6,352千円 

地域コミュニティの再生と新たな地域の絆の形成 

 生涯学習センター施設営繕事業 2事業（P36） 

（ひがし生涯学習センターのエアコン修繕等を実施） 

12,482千円 

高齢者が健康で生きがいをもって生活できる環境の整備 

○新老人福祉センター建設事業（原町区）（P22） 

（原町老人福祉センターの移転新築に向けて、基本設計等を実施） 

13,041千円 

地域医療・福祉提供体制の充実 

地域医療提供体制整備事業補助金（P24） 

（市内に新たに診療所を開設する開業医を誘致するため、その開設に

必要な費用のうち医療行為に直接必要となる施設整備費等に対し

て支援） 

50,000千円 

地域医療・福祉提供体制の充実 

○新地域介護・福祉空間整備推進補助金（P20） 

（介護従事者の負担軽減を図るため、介護ロボットを導入する事業所

に対し、導入経費を支援） 

5,283千円 

暮らしの安全と防災施設の充実 

消防団活性化対策事業（P36） 

（消防団員の確保と魅力ある消防団を目指し、機能別団員導入に伴う

貸与被服と小型の無人航空機（ドローン）を購入） 

3,202千円 
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暮らしの安全と防災施設の充実 

広域消防鹿島分署整備事業（P36） 

（相馬広域消防鹿島分署の移転新築に向けて、建設造成工事を実施） 

85,308千円 

暮らしの安全と防災施設の充実 

防災備蓄倉庫整備事業（P36） 

（災害発生時に必要な食糧、水、毛布等の物資を備蓄する等防災拠点

となる防災備蓄倉庫の整備に向けて、造成工事を実施） 

68,646千円 

 

重点方針２ 未来を担う人を育む環境の充実  

子育て世帯が安心して出産・育児ができる環境整備 

○拡歯科保健事業（P22） 

（子どものむし歯緊急対策事業としてフッ化物洗口を実施） 

393千円 

子育て世帯が安心して出産・育児ができる環境整備 

○新民間小規模保育事業施設整備事業補助金（P22） 

（待機児童の解消を図るため、民間事業者に対し小規模保育事業施設

の整備費用を支援） 

10,217千円 

子育て世帯が安心して出産・育児ができる環境整備 

 公立保育園園庭芝生化整備事業（P22） 

（原町さくらい保育園園庭の芝生化工事を実施） 

57,192千円 

 

重点方針３ 若い世代の定住の促進  

地域における創業支援 

 ロボット産業協議会運営費補助金（P32） 

（ロボット産業の推進を図るため、南相馬ロボット産業協議会に対

し、ロボット関連セミナーや小型無人航空機（ドローン）体験実習

等経費を支援） 

1,525千円 

交流人口の拡大 

○新パークゴルフ場管理運営事業（P38） 

（１０月オープン予定のパークゴルフ場の管理運営を実施） 

18,078千円 
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交流人口の拡大 

 パークゴルフ場整備事業（P38） 

（パークゴルフ場の造成工事において、新たに必要となった作業用機

械等施設管理用備品を購入） 

7,270千円 

 ○新は新規事業、○拡は拡充事業 
 
 
（３）継続費の補正 
(追加）

6 1,032,000

平成２８年度 1,722,000
農林水産
業費

5
原子力災害農林水産
対策費

農業水利施設等保全再生事業（対
策工）

690,000

3,444,000

平成３０年度

平成２９年度

（単位：千円）

款 項 事　　業　　名 総　額 年　度 年割額

 
(変更）

総　額 年　度 年割額 総　額 年　度 年割額

平成27年度 486,700 平成27年度 486,700

平成28年度 368,318 平成28年度 759,318

平成29年度 391,000

平成27年度 349,121 平成27年度 349,121

平成28年度 320,212 平成28年度 327,482
676,603

6
農林水
産業費

5
原子力災害農林水産
対策費

パークゴルフ場整備事業

農業水利施設等保全再生事業 855,018 1,637,018

10 教育費 8
原子力災害教育対策
費

669,333

（単位：千円）

款 項 事　　業　　名
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

 
 
（４）債務負担行為の補正 

（単位：千円）

期　　　間 限　　度　　額

南相馬市原町斎場指定管理料
平成２９年度から
平成３３年度まで

　受託事業者との契約額

南相馬屋内市民プール指定管理料
平成２９年度から

平成３３年度まで
　受託事業者との契約額

南相馬市パークゴルフ場指定管理料
平成２９年度から
平成３０年度まで

　受託事業者との契約額

真野交流センター指定管理料
平成２９年度から

平成３０年度まで
　受託事業者との契約額

かしま交流センター指定管理料
平成２９年度から
平成３３年度まで

　受託事業者との契約額

事　　　項

（追加）

 
 
（５）地方債の補正 

（追加） （単位：千円）

限度額 起債の方法 償還の方法

17防災備蓄倉庫整備事業 65,200

18小高区復興拠点整備事業 190,300

起債の目的 利率

証書借入
又は

証券発行

　年３．０％以内
（ただし、利率見直し方式で借
り入れる資金について、利率の
見直しを行った後においては、
当該見直し後の利率）

　融資条件の定めのある資金につ
いては、その融資条件により、そ
の他の資金については相手方との
協定によるものとする。
　ただし、繰上償還をし、償還年
限を短縮し、又は低利債に借り換
えることができるものとする。
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（変更）

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

9広域消防鹿島分署整備事業 20,500 － － － 101,500 － － －

15臨時財政対策債 1,086,078 － － － 815,639 － － －

（単位：千円）

起債の目的
補正前 補正後

 

（廃止） （単位：千円）

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

2市単独農道整備事業 27,400 － － － －

4市単独道路新設改良事業 80,700 － － － －

6環状１号線整備事業 63,300 － － － －

備考

　
　一般財源対
応のため。

起債の目的
補正前 補正後

証書借入
又は

証券発行

　年３．０％以内
（ただし、利率見
直し方式で借り入
れる資金につい
て、利率の見直し
を行った後におい
ては、当該見直し
後の利率）

　融資条件の定め
のある資金につい
ては、その融資条
件により、その他
の資金については
相手方との協定に
よるものとする。
　ただし、繰上償
還をし、償還年限
を短縮し、又は低
利債に借り換える
ことができるもの
とする。

 
 

 

【参考】主な基金の状況 

 

○財政調整基金                         （単位：千円） 

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

3,382,493 403,014 ▲ 11,928 391,086 253,125 0 253,125 3,520,454

Ｈ28末残高
見込み

取崩額
Ｈ27末残高

積立額

 

 

○東日本大震災復興交付金基金                  （単位：千円） 

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

10,469,305 22,669 182,678 205,347 1,910,190 10,511 1,920,701 8,753,951

Ｈ28末残高
見込み

積立額
Ｈ27末残高

取崩額

 

 

○東日本大震災復旧・復興基金                  （単位：千円） 

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

13,791,804 2,039 99,886 101,925 1,499,700 392,170 1,891,870 12,001,859

Ｈ27末残高
積立額 取崩額 Ｈ28末残高

見込み

 

 

○帰還環境整備交付金基金                    （単位：千円） 

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

1,916,257 4,190,306 3,364,000 7,554,306 4,457,049 1,722,155 6,179,204 3,291,359

取崩額 Ｈ28末残高
見込み

Ｈ27末残高
積立額
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(変更）

総　額 年　度 年割額 総　額 年　度 年割額

平成26年度 1,875,910 平成26年度 1,875,910

平成27年度 460 平成27年度 460

平成28年度 5,436,633 平成28年度 5,476,288

平成29年度 361,835 平成29年度 361,835

平成30年度 2,120,544 平成30年度 2,120,544

（単位：千円）

款 項 事　　業　　名
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

9,835,0373
渋佐・萱浜工
業用地整備事
業費

1
工業用地造成
事業費

渋佐・萱浜工業用地造成事業 9,795,382

３ 特別会計補正予算の概要 

① 介護保険特別会計（補正第 1号） 
平成 27 年度決算に伴う国県等への返還金などの補正を行うもので、補正額

170,946千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 6,921,414千円となった。 
 

② 簡易水道事業特別会計（補正第 1号） 
経営戦略策定業務や小高北部配水池水位計更新工事などに係る経費の補正を

行うもので、補正額 4,040 千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 177,684 千
円となった。 

 
③ 農業集落排水事業特別会計（補正第 1号） 

経営戦略策定業務や消費税などに係る経費の補正を行うもので、補正額 6,527
千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 337,387千円となった。 

 
④ 工場用地等整備事業特別会計（補正第 2号） 

渋佐・萱浜工業用地における事業用地の追加、除外、用途等の変更に伴う設

計業務に係る経費の補正を行うもので、補正額 39,655千円を追加し、補正後の
歳入歳出総額が 5,664,164千円となった。 

  
 【継続費の補正】 
  
 
 
 
 
 
 

⑤ 後期高齢者医療特別会計（補正第 2号） 
福島県後期高齢者医療保険料の減免に関する条例の改正により、保険料の減

免が決定されたことに伴い後期高齢者医療保険料などの補正を行うもので、補

正額 379,926千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が 358,225千円となった。 
 
⑥ 宅地造成事業特別会計（補正第 1号） 

計画区域内の接道変更に伴う用地購入や補償など経費の補正を行うもので、

補正額 5,187千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 256,245千円となった。 
 
【継続費の補正】 
(変更）

総　額 年　度 年割額 総　額 年　度 年割額

平成27年度 785,639 平成27年度 785,639

平成28年度 251,058 平成28年度 255,445
宅地造成事業 1,036,697 1,041,0841

宅地造成事業
費

1 造成事業費

（単位：千円）

款 項 事　　業　　名
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後
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４ 企業会計補正予算の概要 

① 水道事業会計（補正第 1号） 
収益的支出は、小高水道事業における経営戦略策定業務に係る経費の補正を

行うもので、補正額 2,430 千円を追加し、補正後の支出総額が 944,114 千円と
なった。 
資本的支出は、市道北原下太田線の道路維持管理事業・側溝修繕工事の施工

に伴う原町水道事業における配水管布設替工事費を増額するもので、補正額

14,890千円を追加し、補正後の支出総額が 569,523千円となった。 
 

② 病院事業会計（補正第 1号） 
収益的支出は、仮設住宅入居者健康管理支援事業や６階病棟再開に伴い必要

となる医療消耗備品等に係る経費の補正を行うもので、補正額 32,693千円を追
加し、補正後の支出総額が 5,057,360千円となった。 
資本的支出は、脳卒中センター工事費や６階病棟再開に伴い必要となる医療

機器等に係る経費の補正を行うもので、補正額 175,717 千円を追加し、補正後
の支出総額が 3,190,733千円となった。 

 

③ 下水道事業会計（補正第 1号） 
収益的支出は、経営戦略策定業務や原町第一下水処理場の修繕に係る経費の

補正を行うもので、補正額 10,823千円を追加し、補正後の支出総額が 1,710,707
千円となった。 
資本的支出は、県営ほ場整備事業に伴う鹿島区下水管渠施設移設補償工事や

災害復旧工事に係る経費の補正を行うもので、補正額 19,146千円を追加し、補
正後の支出総額が 1,423,881千円となった。 

 


